
 

 

 

 

 

 

理数科 9期生が入学して３ヵ月が経過しました。北友祭（体育祭）など学校行事も体験し、所北の一員と

なって日々勉強や部活動・課外活動に取り組んでいます。 

 

〇理数科対面式／7 期生～9 期生（1～3年） 
 4月 11 日（木）に理数科対面式を体育館にて行いました。理数科対面式は毎年

3年生が企画・運営を行い、学年間の縦の繋がりを作ります。 

 各学年代表のことばに続いて、臨海実習紹介や筑波研究学園都市見学の報告、

課題研究の紹介はパワーポイントを使用して口頭発表しました。 

恒例の縦割りレクリエーションでは『理数科ドッヂボール』を行いました。 

・対戦相手にボールを当てると得点になる 

・コート外に解答者と呼ばれる問題を解く人がいる 

・コート内のコーンにボールを当てると問題を解くことができる 

・問題に正解すると得点になる 

など、ドッヂボールを行う

だけではなく難易度別に設

けられた問題を解くという

斬新なルールを３年生が考えて設定し、準備を進めま

した。 

 全体の運営から終了後の速やかな片付けまで 3 年

生が自ら企画運営し、スムーズに対面式が行われまし

た。3年生の皆さん、運営や指導などお疲れ様でした。 

 
〇SSコラボレーション／9 期生（1年） 
 SSコラボレーション（リレーコラボ）授業スタートしました。一つのテーマについて複数の教科等の切

り口（見方・考え方）による授業をリレーでつなぐ教科等横断型の授業を開発し、実践していきます。今

回はその一部を紹介します。 

単元名：気候変動問題の展望とカーボンニュートラルの実現に向けたアプローチの考察 

5月 16日（木） 第 1走者：木下先生（公民） 

・気候変動問題の現状と課題をふまえ、カーボンニュートラル（以下ＣＮ）について、

概念や今後の展望について理解する。 

・ＣＮ実現に向けての諸課題について理解し、その解決のためのアプローチについて構

想するとともに、自らの興味・関心や関わりについて考える。 

・2050 年ＣＮ社会を担う科学技術人材となる自覚を涵養する。 

5月 30日（木） 第 2走者：矢萩先生（化学） 

・地球の温度が温室効果ガスによってどう保たれているか、そのメカニズムを理解する 

・地球の気温の変遷と温室効果ガスの増加量のデータをもとに関係性を考察し、人間活

動が温暖化に与える影響力に気付くとともに、今度温暖化防止に向けて必要な技術につ

いて考える。 

6月 13日（木） 第 3走者：石井先生（生物） 

・気候変動が食・農に与える影響について、その内容を理解する。 

・バイオテクノロジーによる気候変動への対策法を考察し、今後の食糧問題解決、温暖

化防止に向けて必要な手立てを考える。 

6月 20日（木） 第 4走者：池田先生（物理） 

・再生可能エネルギーを含め、各発電方法のメリット・デメリットを理解する。 

・所沢市がカーボンニュートラルに向けた取り組みをしている事を理解する。 

 

７月１１（木）～１２日（金）カーボンニュートラルセミナーへつながります 

 



〇理数探究（課題研究）／7期生（3年） 

課題研究は理数探究の授業として 2 年次から継続して実施されています。グループごとに課題を設定し

て主体的に探究を行い、その成果などをまとめて 3 年次に発表します。今年は 6 月 24 日（月）に本発表と

して班ごとにポスターセッションでの成果発表会を行いました。 

 その後、7月 12日（金）研究論文草稿仮提出、7月 19 日（金）研究論文草稿本

提出の期限を経て、各自が研究論文を作成し、10 月下旬に研究論文の提出となり

ます。成果発表会でまとめたポスターの内容をより詳細にまとめ、「他者に研究内

容を伝える」「論理的である」「再現性のある実験である」「整理して記録する」な

ど論文作成の目的を各自が理解し、作成時のルールなどに沿った論文作成が求めら

れます。 

 

〇理数探究（課題研究）／8期生（2年） 

課題研究は理数探究の授業として 2年次から実施されます。1年次の理数探究基礎では、観察・実験・調

査等の手法や統計処理の方法などを含んだ探究を遂行する上で必要な知識及び技能を身に付けます。 

2年次からの理数探究では、グループごとに課題を設定して主体的に探究を行い、その成果などをまとめ

て 3 年次に発表します。 

6 月 14 日（金）に先行研究をふまえた具体化した研究目的等の課題研究計画プレゼンが行われ、本格的

に課題研究が始まりました。 

各班で研究目的・計画をポスターにまとめ、会議室の西側・東側の 2 ブースに

分かれて数学・理科の助言者に研究目的・計画プレゼンを行い、助言者と生徒の

間で質疑応答を行いました。 

今後の研究の進め方などを再確認や再考し、充実した課題研究が行われることを

期待します。 

課題研究テーマ 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
〇理数探究基礎／9 期生（1 年） 

 １年で実施される理数探究基礎では、観察・実験・調査の手法や統計処理の方法などを身に付け、その技

能を活用して 2～3年の理数探究では課題研究を行います。 

 1学期 

  4 月 26日（金） 理数探究基礎ガイダンス 

  5 月 2日（木）  探究活動をイメージする 

5 月 16日（木） 課題研究の進め方 

6 月 13日（木） 課題研究の事例学習 

6 月 27日（木） 野外調査・クリノメーター 

 

〇オンライン講座（東大金曜講座・東京理科大坊ちゃん講座） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物理 
1 班 オーロラ発生装置の制作・改良 
2 班 初速が速く、減速の少ない割り箸鉄砲をつく

る 
3 班 硬貨の落下音の種類による違いを顕著にする 

生物 
1 班 アリのコロニーへの適応の研究～生育期間とフェロモンの関係～ 
2 班 光によるアマガエルの体色変化への影響 
3 班 ゾウリムシのイオン刺激受容機構に関する繊毛運動と酸素濃度の関係 

化学 
1 班 再利用可能な生分解性プラスチックを作る 
2 班 短期保存に適した環境に優しい鮮度保持剤の

提案 
3 班 微生物電池の発電量の増加手段の模索 

数学 
バラ曲線 r=sin nθの nの
値と領域の個数の規則性 

東大金曜講座を受講するには、ガイダンスに参加し

て受講ルール等を理解し、classroom に登録された生

徒が視聴できます。ガイダンスは各学期のはじめに実

施予定です。 

参加（受講）希望者は 

理数科部【永井先生（生物）・髙橋先生（数学）】 

に問い合わせてください。 

東京理科大坊ちゃん講座は個人での登録にな

ります。 

下記 URLから情報を入手してください。 

 

 

公開講座「東京理科大学 坊っちゃん講座」｜イ

ベント申込｜東京理科大学 (tus.ac.jp) 

https://www.tus.ac.jp/event/entry/pr/bocchan2024/
https://www.tus.ac.jp/event/entry/pr/bocchan2024/

